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意
見
書
で
は
、「
参
画
プ

ラ
ン
の
進
行
管
理
と
評
価
」

「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
防
災
計
画
な
ど
の
見

直
し
」「
地
域
の
防
犯
意
識
」

「
人
権
啓
発
と
男
女
共
同
参

画
意
識
の
推
進
」
を
市
へ
提

言
。

　
市
で
は
今
後
、
同
懇
話
会

の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

問い合わせ先
男女共同参画推進課

男女共同参画推進センター
「ゆい」

TEL（36）0048
FAX（36）0032

TEL（36）0250
FAX（36）0269

男女共同参画推進懇話会が意見書を提出
お互いを尊重して、みんなが幸せに生活できるまちづくり

　

宗
像
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
（
喜
多

加
実
代
会
長
）
が
、「
宗
像
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
（
参
画
プ
ラ
ン
）」
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
に

対
し
、
市
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
を

審
議
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
意
見
書
を
８
月

23
日
、
谷
井
博
美
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
　

ま
ず
は

市
職
員
が
理
解
を

深
め
る
こ
と
か
ら

　
　
（
会
談
内
容
）

意
見
1

参
画
プ
ラ
ン
の

進
行
管
理
と
評
価

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
第
２

次
参
画
プ
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
参
画
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、

適
切
な
進
行
管
理
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
進
行
管
理
を
強
化
す
る
た

め
に
は
、
①
男
女
共
同
参
画

の
視
点
を
明
確
に
す
る
こ
と

②
具
体
的
な
事
業
目
標
を
設

定
し
て
事
業
展
開

を
図
る
こ
と
③
課

題
や
今
後
の
取
り

組
み
を
整
理
し
て

自
己
評
価
を
実
施

す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
市
職
員

の
意
識
向
上
や
男

女
共
同
参
画
の
意

識
を
持
っ
て
参
画

プ
ラ
ン
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で

す
。

意
見
2

男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
立
っ
た
防
災
計
画
な

ど
の
見
直
し

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災

は
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え

る
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
災

害
時
に
は
、
市
民
の
生
命
や

財
産
な
ど
の
保
護
が
重
要
で

す
が
、
避
難
所
生
活
で
は
、

避
難
者
が
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
よ
う
精
神
面
で
配
慮
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
市
の
防
災
計
画
や
災
害
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
す
際

は
、
着
替
え
や
ト
イ
レ
な
ど

個
人
的
に
使
用
で
き
る
場
所

を
確
保
す
る
な
ど
、
女
性
の

立
場
や
視
点
に
配
慮
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

意
見
3

地
域
の
防
犯
意
識

　
警
察
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
、
学
校
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
た
防
犯
意

識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動

は
評
価
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
子
ど
も
の
見
守
り

活
動
は
、
女
性
や
子
ど
も
が

被
害
に
遭
う
犯
罪
の
抑
止
に

と
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
情
報
の
共
有
化
や
迅
速
な

対
策
の
た
め
に
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
啓
発
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

意
見
4

人
権
啓
発
と
男
女
共
同

参
画
意
識
の
推
進

　
新
た
に
、
小
学
校
４
校
で

啓
発
指
導
員
に
よ
る
人
権
教

育
を
実
施
し
た
よ
う
に
、
今

後
も
市
内
全
小
・
中
学
校
で

人
権
教
育
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
に
人
権
尊
重
や
男

女
平
等
の
精
神
を
伝
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
人
権
と
男
女
共
同

参
画
の
社
会
づ
く
り
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重

し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
仕

組
み
が
大
切
で
す
。
市
民
一

人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
の
た

め
、
啓
発
活
動
に
努
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

●
喜
多
会
長

　

参
画
プ
ラ
ン
の
実
施
報
告

の
中
で
、
男
女
共
同
参
画
の

事
業
と
し
て
ど
う
取
り
組
ま

れ
て
い
る
の
か
が
分
か
り
に

く
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、

本
年
度
は
進
行
管
理
の
内
容

を
工
夫
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
男
女
共
同
参
画
を
ど
の

よ
う
に
推
進
す
る
の
か
と
い

う
視
点
を
明
確
に
し
て
作
成

し
て
い
ま
す
の
で
、
庁
内
で

の
推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
谷
井
市
長

　

参
画
プ
ラ
ン
の
推
進
に
は

適
切
な
進
行
管
理
が
大
切
で

す
が
、
事
業
の
実
施
に
は
関

係
課
で
意
識
の
違
い
が
あ
る

よ
う
で
す
。
ま
ず
は
市
職
員

の
意
識
が
大
事
で
す
。
市
職

員
が
男
女
共
同
参
画
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

今
後
の
取
り
組
み
に
反
映
さ

れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

●
喜
多
会
長

　

防
災
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
契
機
に
高
齢
者
ら
の
災

害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
。市
で
も
、

防
災
や
復
興
の
面
で
男
女
共

同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
谷
井
市
長

　

こ
れ
ま
で
は
、
災
害
時
に

女
性
の
視
点
で
考
え
る
こ
と

が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
現
在
、
市
の
防
災
計
画

を
見
直
し
て
い
ま
す
の
で
、

女
性
の
視
点
や
役
割
も
含
め

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

●
喜
多
会
長

　

防
犯
で
は
、
生
活
安
全
課

を
新
設
し
て
地
域
と
の
連
携

を
深
め
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
積
極
的
な
見
守
り

活
動
が
実
施
さ
れ
た
り
、
効

果
を
上
げ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

●
谷
井
市
長

　

今
後
は
さ
ら
に
、
防
犯
対

策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
考
え
て
い
ま
す
。

●
喜
多
会
長

　

啓
発
活
動
も
既
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
部

署
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
一
層
効
果
的

な
啓
発
活
動
を
進
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

●
谷
井
市
長

　

そ
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世界を感じよう
子どもや孫との付き合い方　〜国際比較編〜

★いつも一緒に生活したい？　それとも、時々会うのがいい？
　表１は、各国で「老後での子どもや孫との付き合い方」について調査した
結果です。

　５カ国とも、「②時々会って食事や会話をする」割合が、一番高くなって
います。日本と韓国では、1980年の調査開始以来、一番割合が高かった「①
いつも一緒に生活する」が年々減少し、「②時々会って食事や会話をする」
が増えています（日本では2005年に②が①を上回りました）。三世代同居が
減るなど、ライフスタイルの変化と共に価値観の変化も見られるようです。
比較的、東アジアでは「同居志向」、欧米では「別居志向」という特徴も見
られます。
　子どもや孫との付き合い方の理想形は、時代や国、人によってそれぞれ違
うようです。みなさんの理想は、どんな形ですか？

　このコーナーでは、「男女共同参
画」を切り口に日本と世界を比較し、
さまざまな情報を伝えていきます。

老後での子どもや
孫との付き合い方 日本 韓国 アメリカ ドイツ スウェーデン

①いつも一緒に生活する 33.1％ 24.9％ 12.6％ 15.9％ 3.7％

②時々会って食事や会話
をする 46.8％ 55.0％ 66.5％ 65.4％ 79.7％

③たまに会話をする程度 11.2％ 14.6％ 16.6％ 16.3％ 13.2％

④全く付き合わずに生活
する 1.2％ 1.4％ 0.5％ － 0.3％

⑤わからない 7.6％ 4.1％ 3.8％ 2.3％ 3.1％

表１　高齢者の生活と意識に関する国際比較調査結果（2010年度内閣府発表）

誰でも相談できます相談情報

就業相談 ＊要事前予約
　就職に関する相談を受け付けます。職業あっ
せんはしていません

毎月
第３水曜日 10：00〜12：00

法律相談 ＊要事前予約
　女性の弁護士が、離婚など女性を取り巻く問
題の相談を受けます

毎月
第３火曜日 13：00〜16：00

こころと生き方の相談 ＊要事前予約
　家庭や夫婦間での心配ごと相談などを受けます

第１〜第４
木曜日 13：00〜17：00

むなかたホットライン（電話相談）
　専門カウンセラーが、心配ごと相談などを受
けます

毎週
月・水曜日
（祝日を除く）

10：00〜17：00

＊予約は男女共同参画推進センター　☎（36）０２５０まで

☎093（561）5737

谷
井
市
長
（
左
）
に
意
見
書
を

手
渡
す
喜
多
会
長


